
＜避難所におけるＥＶからの給電＞

＜秋山川（改良復旧工事後）＞

重点戦略

５５ 地域・環境戦略

～令和6（2024）年度の主要な取組～

県土強靱化プロジェクト2
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暮らしの安全・安心向上プロジェクト

ふるさとの魅力向上プロジェクト

暮らしやすい「まち」づくりプロジェクト

環境にやさしい持続可能な地域づくりプロジェクト

未来技術を活用した新しいとちぎづくりプロジェクト

SDGsの各ゴールの達成に関連する主な取組 ※( )内は該当する戦略・
　プロジェクトの番号

貧困を
なくそう 

・３歳未満の第２子保育
　料を免除する市町への
　助成(1-2)

質の高い教育を 

みんなに 

・３歳未満の第２子保育
　料を免除する市町への
　助成(1-2)

エネルギーをみんなに 

そしてクリーンに 

・ＥＶ・ＰＨＶ（災害時協
　力車）の導入支援(5-3)
・県民利用施設への充電
　インフラ整備に向けた
　調査(5-3)

人や国の不平等
をなくそう 

・県立夜間中学の設置準備
　(1-1)

気候変動に 

具体的な対策を 

・バナー広告による避難知
　識の啓発(4-1)
・災害に強い県土づくりの
　推進(4-2)

平和と公正を 
すべての人に 

・犯罪発生・不審者情報の
　配信(4-3)
・特殊詐欺被害防止の取組
　(4-3)

パートナーシップで 
目標を達成しよう 

・関係諸外国への経済交
　流ミッション派遣(2-4)

海の豊かさを 
守ろう 

・プラスチックごみ削減
　の取組促進(5-3)

陸の豊かさも 

守ろう 

・新規狩猟者登録者への
　支援金支給(5-3)

住み続けられる 
まちづくりを 

・日光杉並木街道の魅力や
　保護・育成の啓発(5-1)
・無人自動運転の実証
　実験支援(5-2)

つくる責任 

つかう責任 

・小中学校における地産
　地消の取組(2-2)

働きがいも 

経済成長も 

・スタートアップ企業の
　創出・育成支援(2-1)
・リ・スキリング導入講
　座の開催(2-1)

産業と技術革新の 
基盤をつくろう 

・特定重要物資に係る研究
　開発支援(2-1)
・スマートファクトリー化
　に向けた伴走支援(2-1)

ジェンダー平等を 

実現しよう 

・仕事と子育て応援シンポジウム
　の開催(1-2)
・男性従業員の育児休業
　取得促進支援(1-2)

安全な水とトイレ
を世界中に 

・市町の浄化槽設置整
　備事業への支援(5-3)

飢餓を
ゼロに 

・こども食堂サポート
　センターの設置(1-2)

すべての人に 

健康と福祉を 

・救急医療のデータ分
　析・課題の整理 (3-2)
・ケアラー支援の普及
　啓発(3-4)

発行／栃木県
〒320-8501
栃木県宇都宮市塙田1-1-20
総合政策部総合政策課
TEL 028(623)2206
FAX 028(623)2216

＜日光杉並木街道＞＜栃木県林業大学校＞

栃木県重点戦略

【関連が深いSDGsのゴール】

●警報発表時のバナー広告による避難知識の啓発
●総合防災拠点（県総合運動公園）内に整備する新防災教育施設の調査・設計　など

●信号機新設・更新の計画的な推進や道路標識・標示の更新
●犯罪の未然防止のための県民への犯罪発生・不審者情報等の配信
●特殊詐欺撲滅に向けた特殊詐欺被害防止コールセンター事業、サギ・撃隊事業の実施　など

●令和７(2025)年に植樹開始から400年を迎える日光杉並木街道の魅力や保護・育成の重要性についての啓発及び杉並木を活用し
　た地域振興を図るための各種ＰＲ事業の実施
●地域おこし協力隊の交流促進等を図るネットワークの構築、協力隊の活動充実や定着のための研修・セミナーの開催、協力隊の
　円滑な採用のための市町への伴走型支援
●県内広域エリアの現地アテンドや移住後のフォローを実施する移住促進コンシェルジュの設置、子育て世帯を対象とした親子移
　住体験ツアーの開催
●東京圏内のキャンパスに在学する学生が県内の就職活動に参加する際の交通費への支援
●サウンディング型市場調査の結果等を踏まえた県庁前の県有地利活用の方向性の整理　など

●交通事業者等が行う無人自動運転移動サービスの実証実験の支援
●「小さな拠点」の形成に取り組む市町への支援
●住民主体の地域づくり団体等が取り組む地域づくり活動への助成　など

●災害時に避難所での一時的な給電活動に協力するＥＶ・ＰＨＶの導入に対する支援
●防災拠点施設となる県民利用施設へのＥＶ充電インフラ等の整備に向けた調査
●県営処分場整備に伴う環境学習インターネットサイトの構築
●小売店等と連携したごみ拾いキャンペーンの実施、エコバッグの活用等によるプラ
　スチックごみ削減の取組促進
●浄化槽設置整備事業を行う市町に対する助成
●新規狩猟者登録者を対象とした支援金の支給及び技術向上研修の開催　など

●地域の様々な課題と、デジタルによる解決手法を持つ者とのマッチング等を行う「とちぎデジタルハブ」の運営
●地域における高齢者等の身近な相談相手である民生委員等へのデジタル利用に関する研修の実施、デジタル利用を支援するため
　のサポートセンターの設置
●道路や河川等のインフラに関するデータをはじめ様々なデータを連携させ県民の利便性向上につながるサービスを提供するため
　の情報基盤の構築に向けた必要な機能等の調査・検討
●森林資源情報のデジタル化・可視化、自動化林業機械等を活用した労働生産性等の検証　など

●データ連携基盤を活用し災害リスク情報やインフラ情報を地図上で可視化する次世代
　ＧＩＳ構築に向けた調査・詳細検討
●既存盛土等に係る分布調査、応急対策の必要性判断、安全性把握調査の優先度評価
●治水機能向上に向けた改良復旧事業の推進や河道内堆積土除去等の緊急防災・減災対策
●河川に係る申請業務の効率化及び災害リスク軽減に向けた河川区域図のデジタル化
●市町が実施する民間住宅・建築物の耐震化を促進する事業への助成　など

　栃木県は、林業・木材産業の成長産業化を目指し、林業人材の確保・育成の中核を担う拠点として、令和６(2024) 年４
月に栃木県林業大学校を開校しました。林業大学校では、林業・木材産業に係る幅広い知識や専門的な技術、スマート林
業等の最先端技術などを習得する８つの課程を実施します。
　また、日光杉並木街道が令和７(2025) 年に植樹開始から400 年を迎えることを受け、令和６(2024) 年度から街道の魅
力や保護・育成の重要性を改めて啓発するとともに、杉並木を活用した地域振興を図るためのＰＲ事業を実施していきます。



栃木県重点戦略 2021ー2025とちぎ未来創造プラン 重点戦略の各プロジェクトに沿って、令和６(2024)年度に県が積極的に推進していく主要な取組についてご紹介します。

＜いちご王国・栃木の日記念イベント＞

＜特定重要物資（半導体）＞

重点戦略

１１ 人材育成戦略

重点戦略

２２ 産業成長戦略
＜救急医療（イメージ）＞

＜Ｇ７栃木県・日光こども未来サミット＞

重点戦略

３３ 健康長寿・共生戦略

重点戦略

４４ 安全・安心戦略
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【関連が深いSDGsのゴール】

【関連が深いSDGsのゴール】

　栃木県重点戦略「とちぎ未来創造プラン」は、中長期的な展望のもと、とちぎのめざす将来像を描き、その実現に向
け、県民の皆様と共有すべき基本的な考え方や目標を明らかにするとともに、令和３（2021）年度を初年度とする令和７
(2025)年度までの５年間に、県が取り組む施策の進め方等をお示しする県政の基本指針です。
　このプランでは、めざすとちぎの将来像を「人が育ち、地域が活きる　未来に誇れる元気な “とちぎ”」と掲げました。

　重点戦略は、人口減少・少子高齢化の進行、
頻発・激甚化する豪雨災害、新型コロナウイル
ス感染症の感染拡大など、栃木県が直面する
諸課題を乗り越え、とちぎの強みを最大限生か
しながら、今後５年間でめざすとちぎの将来像
を実現するため、重点的に取り組むべき戦略と
して設定するものです。
　経済や暮らし、まちづくりなど、すべての活動
の原動力は「人」であることから、人材育成戦略
を第１の柱とし、県民の皆様や市町等と連携・
協働のもと、オール栃木体制で各重点戦略に位
置付けられたプロジェクトを着実に推進してい
きます。

　とちぎ未来創造プランでは、めざすとちぎの将来像の実現に向け、下記の３つの新たな視点を取り入れながら、５つの
重点戦略のもと、18のプロジェクトを積極的に展開していきます。

　ＡＩ・ＩｏＴ・ロボットなどの未来技術を活用し、モノやサービスの生産性・利便性を向上させ、地域・年齢・障害の有無等に
よる格差をなくし、経済発展と地域課題の解決を両立できる社会(Society5.0)の実現を目指します。

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う社会・経済のリモート化や地方分散への関心の高まりなど、これまでの
常識や行動様式にとらわれない活動や意識・価値観の変化等を契機とした「新たな日常」の実現に向け、積極的に取組
を展開します。

　重点戦略に掲げる各種施策を推進することは、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の達成にもつながるため、県民の皆様を
はじめ、市町、ＮＰＯ、企業など様々な主体と県がＳＤＧｓの理念・目標を共有するとともに、連携・協働しながら、ＳＤＧｓの各
ゴールの達成に向けた取組を積極的に推進します。
　※　本資料では、重点戦略ごとに関連が深いＳＤＧｓのゴールをアイコンで示すとともに、各ゴールの達成に向けた主な
　　取組について、表でまとめています。

栃木県でのSDGsの推進について、
詳しくはこちらをご覧ください。

重点戦略

とちぎ未来創造プランにおける新たな視点

○デジタル化

○新たな日常

○ＳＤＧｓ

【関連が深いSDGsのゴール】

【関連が深いSDGsのゴール】

とちぎの未来を担う人材育成プロジェクト

とちぎの明日を創る産業成長プロジェクト

活力ある農林業実現プロジェクト

笑顔輝く子ども・子育て支援プロジェクト

スポーツ推進、歴史・文化・芸術振興プロジェクト

●第三期県立高等学校再編計画に基づき設置する新校のより良い教育環境の整備
●不登校の予防等に向けた対策等について協議する不登校対策検討委員会の設置や市町における学習指導員配置への助成　
●多様な学びの場の拡充に向けた県立夜間中学の設置準備　など

●認定こども園等に通う第２子のうち３歳未満児の保育料を免除する市町への助成
●こども食堂に関する取組を促進する「こども食堂サポートセンター」の設置
●仕事と子育て応援シンポジウムや仕事と子育ての両立支援セミナーの開催
●男性の育児休業取得促進のための中小企業への奨励金支給
●若者がライフデザインを学ぶワークショップや講座の開催、デジタル冊子の作成
●地域の魅力を体感しながら男女の交流を図る体験型婚活イベントの開催
●市町が設置するこども家庭センターの統括支援員配置への助成　など

●文化財保護のための資金調達方法の普及・促進セミナーの開催
●文化財活用の前提となる保存、修理、整備等への助成
●県内で開催されるスポーツ大会やスポーツ合宿等への助成
●新たなスポーツツーリズムの創出に向けた武道体験モニターツアーの開催
●「文化と知」の創造拠点整備に係るＰＦＩ等導入可能性調査の実施　など

●ものづくり企業の女性活躍拡大に向けたコンサルティング、成果普及セミナーの開催
●女性の雇用創出に向けた情報通信業等のオフィス設置・拡大に係る建物賃借料等への助成や
　ワークシェアリングを活用した自由度のある働き方の実現に向けた支援
●特定重要物資の安定供給に資する投資を行う企業への立地補助金の拡充
●特定重要物資に関連する部品の開発力向上や技術の高度化等に資する研究開発への助成
●スマートファクトリー化に向けた製造現場へのＡＩ・ＩｏＴ・ロボット導入に係る伴走支援　
●産業の活性化及び中小企業の経営の安定を図るための貸付（新たに、経営者保証を不要とする融資メニューを創設）
●スタートアップ企業の創出等を図る交流イベントの開催、大学等によるスタートアップ企業の創出等に係る取組への助成
●企業を対象としたリ・スキリング導入講座、相談会の開催及び従業員に向けたＤＸに係る講習の実施　など

●「とちあいか」の知名度向上に向けたＰＲイベント出展への助成、物流2024年問題を踏まえ
　た効率的な流通体制の構築支援、関西圏展示商談会への出展
●食味分析データ等に基づく「とちぎの星」の特長の明確化、情報サイトの充実や県内外の商
　業施設での販売キャンペーンなど認知度向上の取組への支援
●食と農業の持続性確保に向けた情報発信、小中学校における地産地消の取組、地場産物等の
　認知度向上等の取組への支援
●鳥インフルエンザや豚熱に備えた家畜生産農場の分割管理に必要な施設整備等への助成
●次代を担う林業人材の確保・育成に向けた林業大学校の運営
●民間非住宅建築物の木造・木質化への支援　など

＜保育施設における保育の様子＞

＜日光国立公園におけるガイド＞

＜茅葺き修理体験＞

3 観光立県躍進プロジェクト

4 国際戦略推進プロジェクト

1 人生100年健康いきいきプロジェクト

2 生涯安心医療・介護プロジェクト

3 多様な人材活躍推進プロジェクト

4 誰一人取り残さない地域共生社会づくりプロジェクト

1 危機対応力強化プロジェクト

●旅行需要の平準化に向けた地域クーポンの配布
●旅番組等の番組制作会社及びテレビ局への情報提供、配信サービスを活用した観光情報の発信
●観光関連事業者等を対象としたWEBマップ等登録・活用サポートの実施
●スポーツ大会等に伴う来県者のエクスカーションへの助成　など

●観光事業者等の課題改善やコンテンツの磨き上げ等を支援する高付加価値旅行デザイナーや農村地域のグローバルビジネスの
　創出を支援する農村プロデューサーの設置、日光国立公園のブランド力向上に資する認定ガイド制度の構築
●本県が優位性を持ち、滞在の長期化も見込める観光資源を活用したモデルコースの策定、農産物海外オーナー制度の構築
●高度外国人材の県内企業等への就職及び定着のための一体的な支援を実施
●企業等を構成員とする経済交流ミッションの派遣、企業のベトナム進出等を一元的にサポートする拠点の設置　など

●フレイル予防の啓発シンポジウムの開催、市町が行うフレイル予防施策の効果検証
●加齢性難聴に関する正しい理解を促進するための講演会の開催及び研修等による人材育成の実施　など

●救急医療の方向性や必要な対策の検討に向けたデータ分析・課題の整理
●医師修学資金貸与による産科医・小児科医・救急科医の確保
●高齢者施設等の感染対策の中心を担う感染対策コーディネーターの養成や
　地域アドバイザー（医師等の感染管理の専門家）の保健所圏域毎の配置　など

●とちぎ若者応援団の構築・運営、若者の活動を支援するメンター等の育成・派遣
●知識と経験を有する社外メンターによる女性管理職の育成
●「とも家事の日」（11月22日）を核とした家事分担や家事時間削減促進のための各種
　イベントの開催、動画配信、とも家事パートナー企業によるキャンペーンの推進
●未来を担うこどもたちに男女共同参画・女性活躍推進に関する学習機会を提供する
　Ｇ７レガシーとちぎ未来会議の開催　など

●ケアラー支援の気運醸成に向けた普及啓発や支援機関等を対象としたガイドラインの作成、ケアラー支援のためのWEBページ
　及び栃木県版ケアラー手帳の作成
●ケアラー支援知識の向上を目的とした地域包括支援センター職員等への研修の実施
●医療的ケア児等や難病患者の介護者を対象としたレスパイトケアの充実、医療的ケア児を受け入れる障害児通所支援事業所に
　対する助成、サポーター養成研修の実施　など

●データ連携基盤を活用した次期防災情報システムの調査・設計
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【関連が深いSDGsのゴール】

【関連が深いSDGsのゴール】

　栃木県重点戦略「とちぎ未来創造プラン」は、中長期的な展望のもと、とちぎのめざす将来像を描き、その実現に向
け、県民の皆様と共有すべき基本的な考え方や目標を明らかにするとともに、令和３（2021）年度を初年度とする令和７
(2025)年度までの５年間に、県が取り組む施策の進め方等をお示しする県政の基本指針です。
　このプランでは、めざすとちぎの将来像を「人が育ち、地域が活きる　未来に誇れる元気な “とちぎ”」と掲げました。

　重点戦略は、人口減少・少子高齢化の進行、
頻発・激甚化する豪雨災害、新型コロナウイル
ス感染症の感染拡大など、栃木県が直面する
諸課題を乗り越え、とちぎの強みを最大限生か
しながら、今後５年間でめざすとちぎの将来像
を実現するため、重点的に取り組むべき戦略と
して設定するものです。
　経済や暮らし、まちづくりなど、すべての活動
の原動力は「人」であることから、人材育成戦略
を第１の柱とし、県民の皆様や市町等と連携・
協働のもと、オール栃木体制で各重点戦略に位
置付けられたプロジェクトを着実に推進してい
きます。

　とちぎ未来創造プランでは、めざすとちぎの将来像の実現に向け、下記の３つの新たな視点を取り入れながら、５つの
重点戦略のもと、18のプロジェクトを積極的に展開していきます。

　ＡＩ・ＩｏＴ・ロボットなどの未来技術を活用し、モノやサービスの生産性・利便性を向上させ、地域・年齢・障害の有無等に
よる格差をなくし、経済発展と地域課題の解決を両立できる社会(Society5.0)の実現を目指します。

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う社会・経済のリモート化や地方分散への関心の高まりなど、これまでの
常識や行動様式にとらわれない活動や意識・価値観の変化等を契機とした「新たな日常」の実現に向け、積極的に取組
を展開します。

　重点戦略に掲げる各種施策を推進することは、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の達成にもつながるため、県民の皆様を
はじめ、市町、ＮＰＯ、企業など様々な主体と県がＳＤＧｓの理念・目標を共有するとともに、連携・協働しながら、ＳＤＧｓの各
ゴールの達成に向けた取組を積極的に推進します。
　※　本資料では、重点戦略ごとに関連が深いＳＤＧｓのゴールをアイコンで示すとともに、各ゴールの達成に向けた主な
　　取組について、表でまとめています。

栃木県でのSDGsの推進について、
詳しくはこちらをご覧ください。
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○デジタル化
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とちぎの未来を担う人材育成プロジェクト

とちぎの明日を創る産業成長プロジェクト

活力ある農林業実現プロジェクト

笑顔輝く子ども・子育て支援プロジェクト

スポーツ推進、歴史・文化・芸術振興プロジェクト

●第三期県立高等学校再編計画に基づき設置する新校のより良い教育環境の整備
●不登校の予防等に向けた対策等について協議する不登校対策検討委員会の設置や市町における学習指導員配置への助成　
●多様な学びの場の拡充に向けた県立夜間中学の設置準備　など

●認定こども園等に通う第２子のうち３歳未満児の保育料を免除する市町への助成
●こども食堂に関する取組を促進する「こども食堂サポートセンター」の設置
●仕事と子育て応援シンポジウムや仕事と子育ての両立支援セミナーの開催
●男性の育児休業取得促進のための中小企業への奨励金支給
●若者がライフデザインを学ぶワークショップや講座の開催、デジタル冊子の作成
●地域の魅力を体感しながら男女の交流を図る体験型婚活イベントの開催
●市町が設置するこども家庭センターの統括支援員配置への助成　など

●文化財保護のための資金調達方法の普及・促進セミナーの開催
●文化財活用の前提となる保存、修理、整備等への助成
●県内で開催されるスポーツ大会やスポーツ合宿等への助成
●新たなスポーツツーリズムの創出に向けた武道体験モニターツアーの開催
●「文化と知」の創造拠点整備に係るＰＦＩ等導入可能性調査の実施　など

●ものづくり企業の女性活躍拡大に向けたコンサルティング、成果普及セミナーの開催
●女性の雇用創出に向けた情報通信業等のオフィス設置・拡大に係る建物賃借料等への助成や
　ワークシェアリングを活用した自由度のある働き方の実現に向けた支援
●特定重要物資の安定供給に資する投資を行う企業への立地補助金の拡充
●特定重要物資に関連する部品の開発力向上や技術の高度化等に資する研究開発への助成
●スマートファクトリー化に向けた製造現場へのＡＩ・ＩｏＴ・ロボット導入に係る伴走支援　
●産業の活性化及び中小企業の経営の安定を図るための貸付（新たに、経営者保証を不要とする融資メニューを創設）
●スタートアップ企業の創出等を図る交流イベントの開催、大学等によるスタートアップ企業の創出等に係る取組への助成
●企業を対象としたリ・スキリング導入講座、相談会の開催及び従業員に向けたＤＸに係る講習の実施　など

●「とちあいか」の知名度向上に向けたＰＲイベント出展への助成、物流2024年問題を踏まえ
　た効率的な流通体制の構築支援、関西圏展示商談会への出展
●食味分析データ等に基づく「とちぎの星」の特長の明確化、情報サイトの充実や県内外の商
　業施設での販売キャンペーンなど認知度向上の取組への支援
●食と農業の持続性確保に向けた情報発信、小中学校における地産地消の取組、地場産物等の
　認知度向上等の取組への支援
●鳥インフルエンザや豚熱に備えた家畜生産農場の分割管理に必要な施設整備等への助成
●次代を担う林業人材の確保・育成に向けた林業大学校の運営
●民間非住宅建築物の木造・木質化への支援　など

＜保育施設における保育の様子＞

＜日光国立公園におけるガイド＞

＜茅葺き修理体験＞

3 観光立県躍進プロジェクト

4 国際戦略推進プロジェクト

1 人生100年健康いきいきプロジェクト

2 生涯安心医療・介護プロジェクト

3 多様な人材活躍推進プロジェクト

4 誰一人取り残さない地域共生社会づくりプロジェクト

1 危機対応力強化プロジェクト

●旅行需要の平準化に向けた地域クーポンの配布
●旅番組等の番組制作会社及びテレビ局への情報提供、配信サービスを活用した観光情報の発信
●観光関連事業者等を対象としたWEBマップ等登録・活用サポートの実施
●スポーツ大会等に伴う来県者のエクスカーションへの助成　など

●観光事業者等の課題改善やコンテンツの磨き上げ等を支援する高付加価値旅行デザイナーや農村地域のグローバルビジネスの
　創出を支援する農村プロデューサーの設置、日光国立公園のブランド力向上に資する認定ガイド制度の構築
●本県が優位性を持ち、滞在の長期化も見込める観光資源を活用したモデルコースの策定、農産物海外オーナー制度の構築
●高度外国人材の県内企業等への就職及び定着のための一体的な支援を実施
●企業等を構成員とする経済交流ミッションの派遣、企業のベトナム進出等を一元的にサポートする拠点の設置　など

●フレイル予防の啓発シンポジウムの開催、市町が行うフレイル予防施策の効果検証
●加齢性難聴に関する正しい理解を促進するための講演会の開催及び研修等による人材育成の実施　など

●救急医療の方向性や必要な対策の検討に向けたデータ分析・課題の整理
●医師修学資金貸与による産科医・小児科医・救急科医の確保
●高齢者施設等の感染対策の中心を担う感染対策コーディネーターの養成や
　地域アドバイザー（医師等の感染管理の専門家）の保健所圏域毎の配置　など

●とちぎ若者応援団の構築・運営、若者の活動を支援するメンター等の育成・派遣
●知識と経験を有する社外メンターによる女性管理職の育成
●「とも家事の日」（11月22日）を核とした家事分担や家事時間削減促進のための各種
　イベントの開催、動画配信、とも家事パートナー企業によるキャンペーンの推進
●未来を担うこどもたちに男女共同参画・女性活躍推進に関する学習機会を提供する
　Ｇ７レガシーとちぎ未来会議の開催　など

●ケアラー支援の気運醸成に向けた普及啓発や支援機関等を対象としたガイドラインの作成、ケアラー支援のためのWEBページ
　及び栃木県版ケアラー手帳の作成
●ケアラー支援知識の向上を目的とした地域包括支援センター職員等への研修の実施
●医療的ケア児等や難病患者の介護者を対象としたレスパイトケアの充実、医療的ケア児を受け入れる障害児通所支援事業所に
　対する助成、サポーター養成研修の実施　など

●データ連携基盤を活用した次期防災情報システムの調査・設計
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●「とちあいか」の知名度向上に向けたＰＲイベント出展への助成、物流2024年問題を踏まえ
　た効率的な流通体制の構築支援、関西圏展示商談会への出展
●食味分析データ等に基づく「とちぎの星」の特長の明確化、情報サイトの充実や県内外の商
　業施設での販売キャンペーンなど認知度向上の取組への支援
●食と農業の持続性確保に向けた情報発信、小中学校における地産地消の取組、地場産物等の
　認知度向上等の取組への支援
●鳥インフルエンザや豚熱に備えた家畜生産農場の分割管理に必要な施設整備等への助成
●次代を担う林業人材の確保・育成に向けた林業大学校の運営
●民間非住宅建築物の木造・木質化への支援　など

＜保育施設における保育の様子＞

＜日光国立公園におけるガイド＞

＜茅葺き修理体験＞

3 観光立県躍進プロジェクト

4 国際戦略推進プロジェクト

1 人生100年健康いきいきプロジェクト

2 生涯安心医療・介護プロジェクト

3 多様な人材活躍推進プロジェクト

4 誰一人取り残さない地域共生社会づくりプロジェクト

1 危機対応力強化プロジェクト

●旅行需要の平準化に向けた地域クーポンの配布
●旅番組等の番組制作会社及びテレビ局への情報提供、配信サービスを活用した観光情報の発信
●観光関連事業者等を対象としたWEBマップ等登録・活用サポートの実施
●スポーツ大会等に伴う来県者のエクスカーションへの助成　など

●観光事業者等の課題改善やコンテンツの磨き上げ等を支援する高付加価値旅行デザイナーや農村地域のグローバルビジネスの
　創出を支援する農村プロデューサーの設置、日光国立公園のブランド力向上に資する認定ガイド制度の構築
●本県が優位性を持ち、滞在の長期化も見込める観光資源を活用したモデルコースの策定、農産物海外オーナー制度の構築
●高度外国人材の県内企業等への就職及び定着のための一体的な支援を実施
●企業等を構成員とする経済交流ミッションの派遣、企業のベトナム進出等を一元的にサポートする拠点の設置　など

●フレイル予防の啓発シンポジウムの開催、市町が行うフレイル予防施策の効果検証
●加齢性難聴に関する正しい理解を促進するための講演会の開催及び研修等による人材育成の実施　など

●救急医療の方向性や必要な対策の検討に向けたデータ分析・課題の整理
●医師修学資金貸与による産科医・小児科医・救急科医の確保
●高齢者施設等の感染対策の中心を担う感染対策コーディネーターの養成や
　地域アドバイザー（医師等の感染管理の専門家）の保健所圏域毎の配置　など

●とちぎ若者応援団の構築・運営、若者の活動を支援するメンター等の育成・派遣
●知識と経験を有する社外メンターによる女性管理職の育成
●「とも家事の日」（11月22日）を核とした家事分担や家事時間削減促進のための各種
　イベントの開催、動画配信、とも家事パートナー企業によるキャンペーンの推進
●未来を担うこどもたちに男女共同参画・女性活躍推進に関する学習機会を提供する
　Ｇ７レガシーとちぎ未来会議の開催　など

●ケアラー支援の気運醸成に向けた普及啓発や支援機関等を対象としたガイドラインの作成、ケアラー支援のためのWEBページ
　及び栃木県版ケアラー手帳の作成
●ケアラー支援知識の向上を目的とした地域包括支援センター職員等への研修の実施
●医療的ケア児等や難病患者の介護者を対象としたレスパイトケアの充実、医療的ケア児を受け入れる障害児通所支援事業所に
　対する助成、サポーター養成研修の実施　など

●データ連携基盤を活用した次期防災情報システムの調査・設計



＜避難所におけるＥＶからの給電＞

＜秋山川（改良復旧工事後）＞

重点戦略

５５ 地域・環境戦略

～令和6（2024）年度の主要な取組～

県土強靱化プロジェクト2

3

1

2

3

4

暮らしの安全・安心向上プロジェクト

ふるさとの魅力向上プロジェクト

暮らしやすい「まち」づくりプロジェクト

環境にやさしい持続可能な地域づくりプロジェクト

未来技術を活用した新しいとちぎづくりプロジェクト

SDGsの各ゴールの達成に関連する主な取組 ※( )内は該当する戦略・
　プロジェクトの番号

貧困を
なくそう 

・３歳未満の第２子保育
　料を免除する市町への
　助成(1-2)

質の高い教育を 

みんなに 

・３歳未満の第２子保育
　料を免除する市町への
　助成(1-2)

エネルギーをみんなに 

そしてクリーンに 

・ＥＶ・ＰＨＶ（災害時協
　力車）の導入支援(5-3)
・県民利用施設への充電
　インフラ整備に向けた
　調査(5-3)

人や国の不平等
をなくそう 

・県立夜間中学の設置準備
　(1-1)

気候変動に 

具体的な対策を 

・バナー広告による避難知
　識の啓発(4-1)
・災害に強い県土づくりの
　推進(4-2)

平和と公正を 
すべての人に 

・犯罪発生・不審者情報の
　配信(4-3)
・特殊詐欺被害防止の取組
　(4-3)

パートナーシップで 
目標を達成しよう 

・関係諸外国への経済交
　流ミッション派遣(2-4)

海の豊かさを 
守ろう 

・プラスチックごみ削減
　の取組促進(5-3)

陸の豊かさも 

守ろう 

・新規狩猟者登録者への
　支援金支給(5-3)

住み続けられる 
まちづくりを 

・日光杉並木街道の魅力や
　保護・育成の啓発(5-1)
・無人自動運転の実証
　実験支援(5-2)

つくる責任 

つかう責任 

・小中学校における地産
　地消の取組(2-2)

働きがいも 

経済成長も 

・スタートアップ企業の
　創出・育成支援(2-1)
・リ・スキリング導入講
　座の開催(2-1)

産業と技術革新の 
基盤をつくろう 

・特定重要物資に係る研究
　開発支援(2-1)
・スマートファクトリー化
　に向けた伴走支援(2-1)

ジェンダー平等を 

実現しよう 

・仕事と子育て応援シンポジウム
　の開催(1-2)
・男性従業員の育児休業
　取得促進支援(1-2)

安全な水とトイレ
を世界中に 

・市町の浄化槽設置整
　備事業への支援(5-3)

飢餓を
ゼロに 

・こども食堂サポート
　センターの設置(1-2)

すべての人に 

健康と福祉を 

・救急医療のデータ分
　析・課題の整理 (3-2)
・ケアラー支援の普及
　啓発(3-4)

発行／栃木県
〒320-8501
栃木県宇都宮市塙田1-1-20
総合政策部総合政策課
TEL 028(623)2206
FAX 028(623)2216

＜日光杉並木街道＞＜栃木県林業大学校＞

栃木県重点戦略

【関連が深いSDGsのゴール】

●警報発表時のバナー広告による避難知識の啓発
●総合防災拠点（県総合運動公園）内に整備する新防災教育施設の調査・設計　など

●信号機新設・更新の計画的な推進や道路標識・標示の更新
●犯罪の未然防止のための県民への犯罪発生・不審者情報等の配信
●特殊詐欺撲滅に向けた特殊詐欺被害防止コールセンター事業、サギ・撃隊事業の実施　など

●令和７(2025)年に植樹開始から400年を迎える日光杉並木街道の魅力や保護・育成の重要性についての啓発及び杉並木を活用し
　た地域振興を図るための各種ＰＲ事業の実施
●地域おこし協力隊の交流促進等を図るネットワークの構築、協力隊の活動充実や定着のための研修・セミナーの開催、協力隊の
　円滑な採用のための市町への伴走型支援
●県内広域エリアの現地アテンドや移住後のフォローを実施する移住促進コンシェルジュの設置、子育て世帯を対象とした親子移
　住体験ツアーの開催
●東京圏内のキャンパスに在学する学生が県内の就職活動に参加する際の交通費への支援
●サウンディング型市場調査の結果等を踏まえた県庁前の県有地利活用の方向性の整理　など

●交通事業者等が行う無人自動運転移動サービスの実証実験の支援
●「小さな拠点」の形成に取り組む市町への支援
●住民主体の地域づくり団体等が取り組む地域づくり活動への助成　など

●災害時に避難所での一時的な給電活動に協力するＥＶ・ＰＨＶの導入に対する支援
●防災拠点施設となる県民利用施設へのＥＶ充電インフラ等の整備に向けた調査
●県営処分場整備に伴う環境学習インターネットサイトの構築
●小売店等と連携したごみ拾いキャンペーンの実施、エコバッグの活用等によるプラ
　スチックごみ削減の取組促進
●浄化槽設置整備事業を行う市町に対する助成
●新規狩猟者登録者を対象とした支援金の支給及び技術向上研修の開催　など

●地域の様々な課題と、デジタルによる解決手法を持つ者とのマッチング等を行う「とちぎデジタルハブ」の運営
●地域における高齢者等の身近な相談相手である民生委員等へのデジタル利用に関する研修の実施、デジタル利用を支援するため
　のサポートセンターの設置
●道路や河川等のインフラに関するデータをはじめ様々なデータを連携させ県民の利便性向上につながるサービスを提供するため
　の情報基盤の構築に向けた必要な機能等の調査・検討
●森林資源情報のデジタル化・可視化、自動化林業機械等を活用した労働生産性等の検証　など

●データ連携基盤を活用し災害リスク情報やインフラ情報を地図上で可視化する次世代
　ＧＩＳ構築に向けた調査・詳細検討
●既存盛土等に係る分布調査、応急対策の必要性判断、安全性把握調査の優先度評価
●治水機能向上に向けた改良復旧事業の推進や河道内堆積土除去等の緊急防災・減災対策
●河川に係る申請業務の効率化及び災害リスク軽減に向けた河川区域図のデジタル化
●市町が実施する民間住宅・建築物の耐震化を促進する事業への助成　など

　栃木県は、林業・木材産業の成長産業化を目指し、林業人材の確保・育成の中核を担う拠点として、令和６(2024) 年４
月に栃木県林業大学校を開校しました。林業大学校では、林業・木材産業に係る幅広い知識や専門的な技術、スマート林
業等の最先端技術などを習得する８つの課程を実施します。
　また、日光杉並木街道が令和７(2025) 年に植樹開始から400 年を迎えることを受け、令和６(2024) 年度から街道の魅
力や保護・育成の重要性を改めて啓発するとともに、杉並木を活用した地域振興を図るためのＰＲ事業を実施していきます。
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　座の開催(2-1)
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基盤をつくろう 

・特定重要物資に係る研究
　開発支援(2-1)
・スマートファクトリー化
　に向けた伴走支援(2-1)

ジェンダー平等を 

実現しよう 

・仕事と子育て応援シンポジウム
　の開催(1-2)
・男性従業員の育児休業
　取得促進支援(1-2)
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・市町の浄化槽設置整
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・こども食堂サポート
　センターの設置(1-2)
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・救急医療のデータ分
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●特殊詐欺撲滅に向けた特殊詐欺被害防止コールセンター事業、サギ・撃隊事業の実施　など

●令和７(2025)年に植樹開始から400年を迎える日光杉並木街道の魅力や保護・育成の重要性についての啓発及び杉並木を活用し
　た地域振興を図るための各種ＰＲ事業の実施
●地域おこし協力隊の交流促進等を図るネットワークの構築、協力隊の活動充実や定着のための研修・セミナーの開催、協力隊の
　円滑な採用のための市町への伴走型支援
●県内広域エリアの現地アテンドや移住後のフォローを実施する移住促進コンシェルジュの設置、子育て世帯を対象とした親子移
　住体験ツアーの開催
●東京圏内のキャンパスに在学する学生が県内の就職活動に参加する際の交通費への支援
●サウンディング型市場調査の結果等を踏まえた県庁前の県有地利活用の方向性の整理　など

●交通事業者等が行う無人自動運転移動サービスの実証実験の支援
●「小さな拠点」の形成に取り組む市町への支援
●住民主体の地域づくり団体等が取り組む地域づくり活動への助成　など

●災害時に避難所での一時的な給電活動に協力するＥＶ・ＰＨＶの導入に対する支援
●防災拠点施設となる県民利用施設へのＥＶ充電インフラ等の整備に向けた調査
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●浄化槽設置整備事業を行う市町に対する助成
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●地域の様々な課題と、デジタルによる解決手法を持つ者とのマッチング等を行う「とちぎデジタルハブ」の運営
●地域における高齢者等の身近な相談相手である民生委員等へのデジタル利用に関する研修の実施、デジタル利用を支援するため
　のサポートセンターの設置
●道路や河川等のインフラに関するデータをはじめ様々なデータを連携させ県民の利便性向上につながるサービスを提供するため
　の情報基盤の構築に向けた必要な機能等の調査・検討
●森林資源情報のデジタル化・可視化、自動化林業機械等を活用した労働生産性等の検証　など

●データ連携基盤を活用し災害リスク情報やインフラ情報を地図上で可視化する次世代
　ＧＩＳ構築に向けた調査・詳細検討
●既存盛土等に係る分布調査、応急対策の必要性判断、安全性把握調査の優先度評価
●治水機能向上に向けた改良復旧事業の推進や河道内堆積土除去等の緊急防災・減災対策
●河川に係る申請業務の効率化及び災害リスク軽減に向けた河川区域図のデジタル化
●市町が実施する民間住宅・建築物の耐震化を促進する事業への助成　など

　栃木県は、林業・木材産業の成長産業化を目指し、林業人材の確保・育成の中核を担う拠点として、令和６(2024) 年４
月に栃木県林業大学校を開校しました。林業大学校では、林業・木材産業に係る幅広い知識や専門的な技術、スマート林
業等の最先端技術などを習得する８つの課程を実施します。
　また、日光杉並木街道が令和７(2025) 年に植樹開始から400 年を迎えることを受け、令和６(2024) 年度から街道の魅
力や保護・育成の重要性を改めて啓発するとともに、杉並木を活用した地域振興を図るためのＰＲ事業を実施していきます。


